
【作文課題用紙】

次の文章《人工知能（AI）について》を読んで、Ａさん、Ｂさん、Ｃさんが

意見をまとめました。これらを読んで、あなた自身の意見と理由を４００字以

内で書いてください。

《人工知能（AI）について》

人工知能（AI）は、このところ急速に発展しています。AIが人間の能力

を超えるのではないか、AIに仕事を奪われるのではないかなど、以前から
こ うば

話題になっていました。しかし、そのようなことは、まだまだ遠い先の話

だと思っていました。

ところが、チャットGPTをはじめとした、まるで会話をしているかのよ

うに文章を作り出す対話型AIの登場により、そのような話題が現実味を帯

びてきました。

チャットGPTに代表される対話型AIは、条件を与えると、普通に作文を
あた ふ つ う

するだけでなく、文章の要約や仕事の提案までも作ってくれます。また、

日本語を入れて「英訳して」と言うだけで、すぐに英語に翻訳してしまい
ほんやく

ます。とても便利なので、これを積極的に活用しようという動きがすでに

始まっています。

その活用に心配の声もあります。特に教育分野です。対話型AIは、問題

をたずねれば解いてしまいます。たとえば読書感想文なども書いてしまう

し、大学の課題のレポートも作ってしまいます。考えなくてすんでしまう

のです。

コンピューター業界の人たちが、AIの開発を一度止めようと発言したこ

とがニュースになりました。AIの開発があまりにも急速なので、人がそれ

についていけない、また道徳やモラルなどの問題を考えなければいけない

ので、いったん休止しようという理由からです。

しかしながら、AIの開発をしないとは言っていません。結局のところ、

開発は進むでしょう。近い将来、AIは本当に人間の能力を超えてしまうの
こ

かもしれません。そして、そうしたAIは、私たちの生活の中にどんどん入

ってくるのです。

私たちは良くも悪くも、AIと向き合わなければなりません。あなたはそ

の時どのようにAIに向き合っていきますか。

そして、もう一つ、AIの発展は私たちに課題を投げかけています。自分

で考えるということはどういうことか。また、自分で考えることにどのよ

うな意味があるのかということです。

あなたの意見はどのようなものですか。



《Ａさんの意見》

私は、人はAIを使うべきではないと考えます。確かに、AIは便利なのかもし

れません。たくさんの情報を処理するなど、今まで人間が時間をかけてきたこ

とをやってもらうのは良いのかもしれません。その分、人が他の創造的な仕事

に時間を費やすことができます。しかし、今のAIの発達は、人に物事を考えさ
つい

せないようになっているように思います。チャットGPTがそうです。読書感想

文などの宿題をAIに頼んで終えてしまうこともあると聞いています。そんなこ
たの

とをしたら、人間の考える力はどんどん衰退してしまって、結果として人類の
すいたい

未来を悪くすると思うのです。ゆえに、私はAIには人は関わらず、使うべきで

はないと思うのです。

《Ｂさんの意見》

私は、AIはどんどん発展させていくべきだと考えます。また積極的にAIを活

用すべきであると思います。AIの発展は目覚ましく、大量の情報の分析を一 瞬
ぶんせき いつしゆん

で終えることができます。そのことによって、今まで人しかできなかったこと

を、AIが行うことができるようになります。たとえば車の自動運転です。将来

的には免許がなくても車に乗ることができるようになるかもしれません。お年
めんきよ

寄りなどがとても助かるでしょう。他にも、たとえば医者のいない地方でも専

門的な医療を受けることができるようになるでしょう。また他の専門的な知識
いりよう

もアドバイスを受けることができると思います。仕事の面でもAIを活用すれば

効率的に働くことができると思います。だから、私は、積極的に人はAIについ

て学んでいくべきだと思います。

《Ｃさんの意見》

私は、AIとは一定の距離を取るべきだと考えます。AIの危険性を心配する声
き よ り

がたくさんあります。AIが非常に便利なものだということはわかりますが、こ

れからどうなるかは、まだよくわかりません。便利だからといって、人にとっ

て良いものとも限りません。それは、これまでのいろいろな物の発展からみて

明らかです。たとえばスマホです。スマホはとても便利なもので、なくてはな

らないものです。しかし、それを使い続けることが良いかというと、そんな事

はありません。ある一定の距離を持って使わなければ百害あって一利なしです。
き よ り

AIもそれと同じではないでしょうか。したがって、まずはAIがどのように発展

するかを注意すること、また適度な距離感を持って使いすぎないようにするこ
き よ り

とがベストだと思っています。


